





















































































































　明治 13（1880）年 9月までの輸送量が「物産志」の金額（凡そ 3万円）から 3倍以上（9万円超）
になっているのは、調査の方法が変わったのか不明だが、注目すべきは夜光貝殻の価格のくだりだ











































































































物名 輸出数量 價格 送リ先
海
イリコ
參 4,220斤 約 684円 神戸大阪
鯣
スルメ
54,940斤 約 2547円 同上
丁貝　方言ヒーガイ 1斤ニ付 1銭 同上
長丁貝　方言イシヒーゴー 同上 同上
高瀬貝　方言タカジリ 20,940斤 約 294円 同上
スビ貝　方言スビンナ 同上

















































































































































































八重山 那覇港 フランス イギリス
1884年 3.9 4.4
1885年 4.2 4.4
1886年 5.25 3.7 4.9 6.3
1887年 3 7.3 5 3.9
1888年 3 4 5 1.2
1889年 3 8 6.6 6.9
1890年 2.5 7.1 7.5 9
1891年 2.5 9.7 9.6 10.4
1892年 9.5 10 10
1893年 9.9 12.5 10.8 10.6













5800斤／958円となっている。なお、各国の記録した輸出量のピークは英が 1885年の凡 12万 6千












































ても夜光貝殻の 1割程度の値段でしか取引されずその量にいたっては 100分の 1である。貝殻取引
の主力は夜光貝殻だったと思われる。






























































のは夜光貝殻である（1893年度／凡 11万 8千斤、1892年度／凡 12万 3千斤、1891年度／12万 8千



























表 2　八重山島における 1891-1893 年度 100
斤あたりの平均価格表
年別 1893 1892 1891
夜光貝 9.9 9.9 5
平良貝 12 12 7














































































































































































































































































図 3　先島新聞記事。左：古賀支店広告（1918 年 5月 25日先島新聞）。右：新聞記事「貝




























































































（15）「動物学雑誌」第 15巻 176号-第 15巻 182号。1903年 6月 15日-12月 25日
（16）『父・玉城保太郎を語る』長田文著「青い海」81号による。
（17）両親共に糸満漁夫をルーツに持つ故金城五男氏。2014年死去。筆者が聞かせてもらった当時聞き取
りの相手はすでに故人になっており、明治大正期の糸満漁夫を中心とした八重山に関する内容も多く、
貴重な体験であった。なお、テープは親族が継承していると聞いている。
（18）アギヤー（廻（まわし）高網（たかあみ））、明治の中期（25-26年）頃に考案された大型の追込網
漁。大人数が潜水し、海中より魚群を追い込む事で附近の魚を根こそぎ漁獲する糸満独特の追込漁。
（19）那覇市歴史博物館蔵（複写本）
